
第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１８ ４ 二項定理（その３）

（１／３）■ 二項定理の応用④ ■

ｎで割ったときの余りと二項定理

◇《ｎで割ったときの余りと二項定理》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

２９５１を９００で割ったときの余りを求めなさい。

【考え方】(割られる数)＝(割る数)×(商)＋(余り) であるから，２９５１を９００で割った

ときの商をＭ，余りをｒとすると，

等式 ２９５１＝９００Ｍ＋ｒ (Ｍは整数，０≦ｒ＜９００)

が成り立つ。

２９５１＝(３０－１)５１であるから，二項定理を利用して，(３０－１)５１を

９００Ｍ＋ｒの形に変形すればよい。

［答 案］

１ (二項定理を利用して式を展開する)

２９５１＝(３０－１)５１

＝{５１Ｃ０・(３０)５１・(－１)０＋５１Ｃ１・(３０)５０・(－１)１ Ï因数９００を含む項

＋ … ＋５１Ｃ４９・(３０)２・(－１)４９}

＋５１Ｃ５０・(３０)１・(－１)５０＋５１Ｃ５１・(３０)０・(－１)５１

＝(３０５１－５１Ｃ１・３０５０＋ … －５１Ｃ４９・３０２) Ï因数９００を含む項

＋５１Ｃ５０・３０１－５１Ｃ５１・３００

２ (９００Ｍ＋ｒ の形へ変形する)

＝３０２(３０４９－５１Ｃ１・３０４８＋ … －５１Ｃ４９・１) Ï因数９００を含む項

＋１５３０－１ Ï１５３０＝９００＋６３０

＝９００(３０４９－５１Ｃ１・３０４８＋ … －５１Ｃ４９) Ï因数９００を含む項

＋９００＋６２９ Ï【注】

＝９００(３０４９－５１Ｃ１・３０４８＋ … －５１Ｃ４９＋１) Ï因数９００を含む項

＋６２９

３ (答を書く)

ここで，(３０４９－５１Ｃ１・３０４８＋ … －５１Ｃ４９＋１) は整数であるから，

２９５１を９００で割った余りは ６２９ である

【補足】＊上の式で，９００のつまり３０２を含む項をまとめて{ }や( )で囲んであります。

(＝９００の倍数の項)

【注】３０２を含まない項でも，計算して９００の倍数が現れたら，９００で

括り出しておきます。(上の式の下線 のイタリック体の数字の部分)

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１８ ４ 二項定理（その３）

（２／３）■ 二項定理の応用④ ■

◇《ｎで割ったときの余りと二項定理》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

２１２１を４００で割ったときの余りを求めなさい。

［答 案］

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１８ ４ 二項定理（その３）

（３／３）■ 二項定理の応用④ ■

◇《ｎで割ったときの余りと二項定理》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

１１１１を１００で割ったときの余りを二項定理を用いて求めなさい。

［答 案］

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html



